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INPUT
主要原材料�
　セメント 15千t�
　故銑 76千t�
　新銑 53千t�
　帯鋼 107千t

INPUT
エネルギー 8.33PJ※�
　重油 1,904kL�
　ガソリン 824kL�
　灯油 17,983kL�
　軽油 2,833kL�
　石炭・コークス 46,675t�
　LPG 558t

　都市ガス 27,325千m3�
　電力 48,930万kwh�
　新エネルギー 956万kwh

水�
　上水 81万m3�
　工業用水 311万m3�
　地下水 151万m3

化学物質（PRTR法対象物質）　7,740t

お客様�

OUTPUT
水�
　公共用水域�
　　排水量 447万m3�
　　COD 13.9t�
　　窒素 8.8t�
　　りん 0.24t�
　　PRTR法対象物質 34.6kg�
　下水道�
　　排水量 71万m3�
　　PRTR法対象物質 8.5kg

大気�
　SOx 24.2t�
　NOx 75.5t�
　ばいじん 15.3t�
　オゾン層破壊物質     �
　　HCFC 114kg�
　温室効果ガス�
　　CO2 45.5万t�
　　HFC 0.04万t(CO2換算)�
　PRTR法対象物質 791t

廃棄物�
　廃棄物焼却量 1,649t�
　廃棄物埋立量 2,819t

生産工程�

主力製品生産量(抜粋)�
　ダクタイル鋳鉄管 23万t�
　矢板 16.7万m�
　トラクタ 11.2万台�
　エンジン 62.4万台�
　田植機 2.0万台�
　コンバイン 1.5万台�
　建設機械 1.4万台�
　浄化槽 3.2万台�

リサイクル原料�
　スクラップ 286千t 物 

流�

　企業活動に伴う環境影響を評価するため、JEPIX※に

よる環境効率評価手法の検討を進めています。JEPIXと

は、企業活動に伴う環境影響を単一の数値に置き直し、

評価するための指標です。�

　「文部科学省21世紀COEプロジェクト（国際基督教大

学ICU）受託」の一環として開催されたJEPIXフォーラ

ムに、当社は2004年度より参加しています。�

※JEPIX(Environmental Policy Priorities Index for Japan)�
　環境政策優先度指数日本版�
　環境効率＝売上高（円）÷エコポイント�

　エコポイントとは環境負荷を数値で表したもので、数値が小さい
ほど環境への影響が少ないことを表しています。2001年度から
2004年の間でエコポイントが減り、2004年度では2003年度よ
り環境効率が46％向上していることが確認できました。�

環境影響の評価�

環境効率の推移（クボタ単体）�
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■ エコポイント　　  環境効率�

廃棄製品の回収�
　鋳鉄管 13,292t�
　ビニルパイプ 81t

スーパー発電付ごみ焼却プラント�

河川噴水�

建設機械�

田植機�

ダクタイル鋳鉄管�

砂漠緑化�

　産業インフラ部門、機械部門、環境エンジニアリン

グ部門などの生産工程において環境に与える負荷の

発生状況は、次のとおりです。生産工程で使用する原

材料および電力・用水・燃料などの投入量(INPUT)、

および二酸化炭素(CO2)や廃棄物など環境への排出

量(OUTPUT)を把握し、クボタグループを挙げて環

境負荷の削減に取り組んでいます。�

社内リサイクル�
　　　　26,309t

社外リサイクル �
　　　　84,435t

※PJ：1015J

（国内事業所データ）�


